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第３回定例会

　第 3 回定例会が９月３日から１０月１２日までの４０日間の会期で開催されました。
　本定例会では，一般会計補正予算等専決処分の承認，町健全化判断比率及び町水道事業会
計資金不足比率の報告のほか，人権擁護委員候補者の推薦，一般会計及び介護保険事業特別
会計の補正予算が提案され，原案のとおり可決しました。さらに，７月の豪雨災害による農
地等及び公共土木施設復旧工事費等必要経費を含む一般会計補正予算が追加で提案され，原
案のとおり可決しました。また，コロナ禍による厳しい財政状況に対処し，地方税財源の充
実を求める意見書案についての議員発委（委員会の提案）を原案のとおり可決しました。令
和 2 年度の各会計の歳入歳出決算については，それぞれ認定しました。
　なお，各議案の採決結果については，P ４～５のとおりです。
　一般質問では，議員８名が２１項目について質問しました。

一般会計補正予算
２億8,277万2千円を追加

総額79億2,251万円に

　九州北清株式会社より子育
て支援への活用目的として寄
附があり地域福祉活動基金へ
の積立金の計上が主なもの

171万円

社会福祉総務費

　保育園等の新型コロナウイ
ルス感染症防止に係る保育環
境改善等事業補助金及びＩＣ
Ｔ化推進に係る保育所等業務
効率化推進事業補助金並びに
途中入所園児数の増加による
子どものための教育・保育給
付費の増額が主なもの

628万円

児童福祉総務費

　栗野建設作業班詰所跡地の
町有地売払収入及び株式会社
トヨタユーゼックより新型コ
ロナウイルス感染症対策事業
への活用目的として寄附を財
政調整基金への積立金の計上
が主なもの

729万円

財政調整基金費
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　建設作業班用車両の経年劣
化により修繕費が高額となっ
ているため新規購入費の計上

790万円

道路維持費

　７月の豪雨災害による公共土
木施設災害復旧事業申請件数の
増加等に伴う復旧工事費等の必
要な経費の増額

2,633万円

道路橋梁河川災害
復旧費

　県単林道整備事業の内示に
伴う工事請負費の計上

1,000万円

治山林道費

「川内原発２０年運転延長」に伴う課題の調査・研究，議
論などを求める陳情書

　 陳情者：湧水町稲葉崎　山口　武文　氏　

　議会では，陳情者に出席いただき，陳情の趣旨について説明を受けました。
今回の陳情書につきまして本議会の取り組みは，「文書配布」として各議員に陳情書を配布し，今後は各々の議
員で川内原発の「２０年運転延長」について調査・研究することを確認しました。陳情内容は，下記のとおりで
す。

記
１．貴議会で，川内原発の「２０年運転延長」に伴う課題の調査・研究を早急に開始し，議会での議論及び住民へ
の情報提供に取り組むこと。

どうなった! 私の陳情書

特別委員会を設置
◎特別支援学校等誘致特別委員会
委員長　小川　　忍　　副委員長　森山マスミ
委　員　久留須　修，橋元　義嗣，吉永　義和
◎湧水町災害対策等調査特別委員会
委員長　中村　和博　　副委員長　中原　和見
委　員　田原　寛文，成相　　大，宗　　照夫，境田　公明
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こんなことが決まりました
議　　案 提案理由等 議決結果

承 認
第 ４ 号

専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和３年度湧水
町一般会計補正予算（専決第
２号））

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に，歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
２億２千２百５９万７千円を追加し，歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ７８億６千２百３３万５千円と
するもの

承認
全会
一致

承 認
第 5 号

専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和３年度湧水
町一般会計補正予算（専決第
３号））

歳入歳出予算の総額に，歳入歳出それぞれ７百２０万
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
７８億６千９百５３万５千円とするもの

承認
全会
一致

承 認
第 6 号

専決処分の承認を求める事
について（湧水町手数料条例
の一部を改正する条例の制
定について）

行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律の一部を改正する法律が公布され，
施行されることに伴い，所要の改正を行ったもの

承認
全会
一致

報 告
第 ４ 号

令和２年度湧水町健全化判
断比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１
項の規定に基づく令和２年度湧水町健全化判断比率の
４指標を報告するもので，実質赤字比率，連結実質赤字
比率，いずれも無し，実質公債費比率は８．３％，将来負
担比率は１０．８％となり，いずれの指標についても国
の定める早期健全化基準を下回っている

－ －

報 告
第 5 号

令和２年度湧水町水道事業
会計資金不足比率の報告に
ついて

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第
１項の規定に基づく，令和２年度湧水町水道事業会計資
金不足比率を報告するもので，資金不足比率無しである

－ －

認 定
第1～５号

令和２年度湧水町一般会計
の歳入歳出決算の認定につ
いて　他４件

地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第
３０条第４項の規定により，令和２年度湧水町一般会
計，国民健康保険事業特別会計，介護保険事業特別会計，
後期高齢者医療事業特別会計及び水道事業会計の歳入
歳出決算の認定を監査委員の意見を添えて議会の認定
に付するもの（P6 ～ 10参照）

認定
全会
一致

諮 問
第 1 号

人権擁護委員候補者の推薦
について

人権擁護委員の任期満了に伴い，人権擁護委員法第６条
第３項の規定により，引き続き，湧水町川西　南隼人氏
を推薦するもの

適任
全会
一致

議 案
第40号

湧水町栗野都市計画事業下
場土地区画整理事業に関す
る条例の一部を改正する条
例の制定について

民法の一部を改正する法律の施行等に伴い，換地処分の
完了後に清算金の徴収・交付を分割して行う場合の利子
の法定利率が改められたことから，湧水町栗野都市計画
事業下場土地区画整理事業に関する条例の一部を改正
するもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第41号

令和３年度湧水町一般会計
補正予算（第３号）について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
１千６百９９万２千円を追加し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ７８億８千６百５２万７千円とする
もの

原案
可決

賛成
多数
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議　　案 提案理由等 議決結果

議 案
第42号

令和３年度湧水町介護保険
事業特別会計補正予算（第２
号）について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
２千３百３７万４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ１４億２千５百２４万５千円とする
もの

原案　
可決

全会　
一致

発 委
第 4 号

コロナ禍による厳しい財政
状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書（案）に
ついて

新型コロナウイルス感染症対策はもとより，地方創生，
雇用対策，防災・減災対策，デジタル化や脱炭素社会の実
現とともに，財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等へ
の対応に迫られており，地方税財源の充実を強く国に求
めていくことが不可欠であることから，本意見書を提出
するもの

原案　
可決

全会　
一致

議 案
第43号

令和３年度湧水町一般会計
補正予算（第４号）について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
３千５百９８万３千円を追加し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ７９億２千２百５１万円とするもの

原案　
可決

全会　
一致

◆賛否の分かれた議案
○は賛成，●は反対　　※議長のため，賛成・反対に参加しない

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

氏　名

議　案

田
原　

寛
文

成
相　
　

大

中
原　

和
見

宗　
　

照
夫

小
川　
　

忍

久
留
須　

修

中
村　

和
博

橋
元　

義
嗣

吉
永　

義
和

森
山
マ
ス
ミ

境
田　

公
明

仮
屋　

良
二

議案第 41号 ○ ○ ○ ● ● ● 〇 ○ ○ ● ○ ※

町有地（栗野建設作業班詰所跡地）売払収入を含む
　　　　　　　　　　　　一般会計補正予算の修正案を否決

　第３回定例会に，町有地（栗野建設作業班詰所跡地）の売払い収入及びその売払い収
入の財政調整基金への積立てを含む議案第４１号令和３年度湧水町一般会計補正予算（第
３号）が提案されました。
　今回の町有地売払いは，栗野建設作業班詰所跡地を民間に売却することで，大型企業
の誘致に関連して，本町の喫緊の課題である人口減少対策に必要な居住施設の増加への
活用を期待するものとの町長からの説明に対し，財産の処分に当たり不要財産調査委員
会への諮問が無かったことや随意契約による処分について，委員会審議での少数意見（※
１）の報告と提案された補正予算のうち，町有地払い下げと財政調整基金への積み立て
に関する項目を削除した内容の修正案を添えた修正動議（議案の修正，※２）が提出さ
れました。
　本議案の採決にあたり，最初に，議員から提案された修正案について採決がなされ，
賛成少数で修正案は否決されました。次に原案について採決がなされ，採決の結果，賛
成多数により議案第４１号は原案のとおり可決されました。
　※１「少数意見」とは，委員会で意思決定が行われた時に，「多数決原理」によって少数であるために取り
上げられずに廃棄された意見をいう。
　※２「議案の修正」とは，町長から議会に，議案（条例の制定・改廃，予算を定めることなど）の提出があっ
た場合，本会議及び常任委員会等で審査し，議決を行います。議案の内容に対し，議員（委員）は必要に応
じて議案を修正することができます。議案の修正を行う場合，その議案の目的の範囲内において，修正案を
添えた「修正動議」を提出することとなります。
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決算審査特別委員会審査報告
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度 

決
算 

す
べ
て
の
会
計
を
認
定

〈総括意見〉
　令和２年度一般会計，各特別会計及び水道事業会計における決算については，以下
の総括意見を付して認定しました。

１． 主要施策の成果説明書等今回の審査を終えて，各種事業の予算も適正に執行され，
それなりの成果も出ていた。 
２． 限られた財源の中で補助金等を交付していることから，交付期間を定め，効果が
ある事業は継続的に実施し，効果が上がらない事業は区切りを付けて，用途変更する
必要がある。 
３． 新型コロナワクチン接種業務に於いて，大変で慣れない作業を町長指示のもと職
員全員が一丸となって業務を遂行し，本町からの感染者拡大を少人数で阻止出来てい
る事は，最高に評価するところである。しかし，終息までにはまだまだ長期の時間を
要するため，町民全員が危機感を持って気を引き締めることが大事である。

単位：円

一般会計
特別会計

国民健康保険 介護保険 後期高齢者

歳入総額 9,631,131,952 1,501,124,434 1,425,243,389 161,272,875 

歳出総額 9,321,578,039 1,469,233,717 1,380,332,380 161,148,175 

差引額 309,553,913 31,890,717 44,911,009 124,700 

翌年度に繰り
越すべき財源 14,758,000 0 0 0 

実質収支額 294,795,913 31,890,717 44,911,009 124,700 

単位：円

水道事業

収益的
計

資本的
計

収入 支出 収入 支出

224,912,131 180,057,783 44,854,348 818,000 111,656,515 △ 110,838,515

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額110,838,515円は，過年度分損益勘定留保資金で補てん

歳 入 歳 出 決 算 額 表
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交通対策事業

障害者自立支援給付等事業

総合交流施設管理一般

2,133万円

28,480万円

7,213万円

内　容

内　容

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

回　答

回　答

回　答

回　答

公共交通機関の利用促進により路線の確保・存続のため，各種協
議会を通じて活動を行った。また，町民の生活維持・観光客の利
便性の確保のためふるさとバスを運行した。

授産施設で就労する障害者が雇用形態で就労できるよに，また，継続して就労できるよう支援し，
自立した生活と社会参加の促進を図る就労移行支援や就労継続支援などを実施した。

総合交流施設の管理・運営を行った。開館後２０年が経過し，施設・設備に故障や不具合が多
く発生している。温泉や空調の制御システムが耐用年数を超えており，部品製造が終了したも
のも多く，全面改修の提案がされている。日々の機器類点検，不具合の修繕等により極力臨時
休館をしないように維持管理に努めた。

現在タクシーチケットとデマンドを実証的に行っており，今後利
用者の意見を聞きながら年明け後ぐらいに地域公共交通会議に諮
り方針を定めていきたいと考えておりますが，現段階での案はあ
りません。

関係課と協議します。

温泉や空調の制御システムが耐用年数を超え，この改修について
参考とするため，保守業者に全体的な改修の経費試算をお願いし，
見積額として約３千８百万円程度の提示をうけております。

現状として難しい問題もあるが，施設が機能する間は運営を続け
る意向であります。

ふるさとバスに替わる新たな交通体系はどのようなものか。

障害者自立支援事業について，町内には十分な就労施設が出来ていないが，関係課と連携して
改善すべきと思うが。

総合交流施設は開館後２０年が経過し，施設の老朽化が懸念されているが，設備等の改修につ
いて検討しているか。

利用者の約５５％が町外者であり，年間約５千万円の赤字で町の
一般財源を投入しており，これの対策が必要であるが，営業のあ
り方について検討しているのか。

令和２年度
決算審査結果(主要事業)

高齢者訪問給食サービス事業
内　容

質　疑

回　答

社会福祉協議会に委託し，一人暮らしや虚弱な高齢者に食事（毎
日，１日２食）を提供して，日常生活の健康増進を図った。

社会福祉協議会を交えて，対策を検討します。

高齢者訪問給食サービスについて，配食数が増えているのは喜ば
しいが，これ以上の増加は困難と聞く。今後高齢化とともに増加
傾向にあるので，なるべく利用者の要望に対応できるようになら
ないか。

2,484万円
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有害鳥獣被害防止機材設置事業

観光協会運営補助事業

22万円

637万円

内　容

内　容

質　疑

質　疑

回　答

回　答

町内で急増している鳥獣による農作物の被害を軽減する
ため，電牧機やネット・電柵設置資材の購入に対し補助
を行った。

魅力ある湧水町を情報発信することで，交流人口が増加
し，魅力あるまちづくりの推進を行い，観光及び地域振
興を図るため霧島山麓湧水町観光協会に対し補助金を交
付した。

期間は８年間でありますが，期間中の張替えはできません。

収益事業の拡充等により，将来的には改善されると予測
されますが，当分の間は変わらないと考えます。

鳥獣被害防止ネット等の補助金適正化法の期間は１５年か。
またこの期間中にワイヤーメッシュへの張替えは可能か。

観光協会は，今年度中に法人化を予定しているが，収入
の７５％を町補助金が占める構造は改善されるのか。

アーモンドの丘管理事業

産業振興全般

122万円
内　容

意　見

意　見

アーモンドの丘の管理をシルバー人材センターに委託し，
下払い及び肥料散布を実施した。

アーモンド推進事業で，今年度から森林組合に管理委託を
行うのであれば，委託の成果次第では早急に森林組合へ経
営移管するよう求める。

女性・若者・シニア起業支援事業補助金と地域一店一商品づくりサポート事業及び農業次世代
人材投資事業並びに中山間直接支払い事業については，本町の将来を見据えての起業発信であ
り，この事業拡大に期待したい。特に農業次世代人材投資事業については，千葉県から若年夫
婦が移住し酪農経営を営みながら６年足らずで６次産業化に努め，すでに自家製チーズは販売
に至っており，近くソフトクリーム等の工房も計画をしている。これはまさに定住促進事業の
典型的なスタイルと言えよう。また，中山間直接支払い事業については，産業振興課の職員自
ら荒廃地を再生し，山間地域の困難な水稲作付けを行い農地保全の手本となっており，喜ばしい。

機構集積支援事業 　231万円

内　容

意　見

農地の権利移動において利用状況，地域農業との調和性を確認するため，また，転用申請に
おいて周辺農地への影響がないか等を確認するため現地調査を行うことで適正な権利移動等
の審査に役立てた。

再生可能エネルギー申請時のガイドラインによる各課の所見に地域住民の意見を明確に反映
させること。また，フェンス内は管理されているが，フェンス外の草刈り，流末等の管理が
不十分である。

議会だより　ゆうすい　No.68 8



公営住宅維持補修事業 2,733万円
内　容

意　見

入居者の住環境の向上及び住宅地が適正に管理された。

公営住宅等維持補修事業で，シャワー等の未整備２９
か所全てを施工する必要がある。

河川負担金事業
内　容

質　疑

回　答

川内川を活用したかわまちづくりについて流域市町が連携し，川内川を全国・世界にPRして
いくことで，交流人口の増加を図り流域全体の地域振興・観光競争力の強化や経済浮揚に繋げた。

落石があった場所については，随時防護ネット等で工事を行っておりますが，全体的な検討も
致します。

かわまちづくりにより観光スポットとなる阿波井堰周辺の落石による危険性への対応は。

182万円

防災行政無線一般 3億3,771万円
内　容

質　疑

回　答

280MHz デジタル同報無線システムの導入により，電波の
不感地帯を解消することができた。また，聴覚に障害を持っ
た方に文字でお知らせする戸別受信機の導入や無線放送と
同時に防災メールやエリアメール等に一斉に配信できるこ
とから，防災情報の迅速な伝達及び情報伝達の多様化を図
ることができた。

７月１０日に通信障害が発生した際の避難情報等の提供は，町防災メールやエリアメール，テ
レビのデータ放送等を活用するとともに，消防分団による巡回広報も行い，地域住民の皆様へ
の情報提供に努めました。

２８０MHz デジタル同報無線システム整備の栗野岳送信局
に，ゲリラ豪雨，線状降水帯による大雨，雷等，自然災害
により被災し，障害が起きたときは，緊急に町民への情報
提供が行えるか。

質　疑

回　答 栗野岳送信局は保守委託業者により２４時間遠隔監視されています。システム構成も通常使用
する系統と予備系統の２系統が整備されており，故障等で一つの系統が使用できなくなった場
合は，もう一つの系統に遠隔操作で直ちに切り替えて使用することが可能です。このことから，
予備系統を確保するために予備機器も同一箇所に設置しています。予備機器を別の場所に保管
した場合，予備系統の確保が出来ず，遠隔操作による系統切替えもできなくなります。また，
予備機器等の交換作業は専門業者でないと行うことはできません。

栗野岳送信局の予備機は別の場所に設置した方が良いのではないか。

意　見 防災無線システムについて，豪雨時は，落雷等の悪天候は当然認識した上で災害や非常時に不
具合を起こさぬよう日常点検を求める。
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2,133万円

28,480万円

7,213万円

2,733万円
情報技術等整備事業 9,980万円

内　容

意　見

GIGA スクール構想に向けた児童生徒への１人１台端
末及び学校情報通信ネットワークの整備等を行った。

現代社会に欠かせないＩＣＴを活用した授業状況を確
認した。これは次世代を担う子供達の学習法として必
要不可欠と考える。

学校給食管理事業
内　容

質　疑
回　答

計画的に安定した給食を提供することが出来た。

地産地消は実施しています。

学校給食では，地産地消を実施しているか。

4,255万円

元職員横領事件対策事業
内　容

質　疑

回　答

元会計職員の公金横領による弁償金を繰出して繰越金へ充当するもの。

毎日の日計確認と半年に一回残高証明書の確認をしております。返済額は年間３２万円で，残
金は６千６百７９万円であり，本人は令和２年７月に仮出所しましたが，体調が悪かったよう
です。ただし，今年の５月から県内の企業に勤務しており，７月からは毎月５万円返済してお
ります。返済については，引き続き完済するまで弁償させる予定であります。

元職員による７千５百万円の横領事件後，再発防止と残金確認はどのようにしているのか。また，
現在の返済状況と本人はどうしているのか。

32万円

水道事業

質　疑

回　答 水量は３５万９千７百９３トンであり，供給単価で換算
すると約４千万円超であります。

令和２年度の無効になった水量はいくらか。また，金額
にしたらいくらになるか

内　容 町内全域（4,618 戸）に対し，1 日平均 3,967㎥の水を
供給した。
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町政を問う 8人が質問
◆一 般 質 問 目 次 ◆

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

小川  忍議員

１．特別支援学校誘致問題に
ついて

２．防災減災について
３．町消防団員への貸与品を

支給品にできないか

P12
宗　照夫議員

１．下場土地区画整理事業の
推進について

２．公共施設の安全安心な環
境整備について

３．職員採用について

P16

中村  和博議員

１．大雨災害への対応策について
２．町道等の維持管理について
３．吉松体育館前遊具広場へのト

イレ休憩施設設置について
４．前回の一般質問のその後について

P13
境田　公明議員

１．水害に強い避難所の新
設について

２．コロナ禍における，小中
学校の授業の対策につ
いて

P17

中原  和見議員

森山  マスミ議員

１．人口減対策について
２．再生可能エネルギー発

電設備のガイドライン
通知書の効力について

３．町の施設管理について

１．特別支援学校設置につ
いて

２．防災行政無線の落雷対
策等について

P14

P15

成相　大議員

久留須　修議員

１．湧水町宅配・移動販売車
導入助成について

１．有害鳥獣捕獲対策につい
て

２．福祉行政について
３．７月豪雨における災害対

策について

P18

P19

一 般 質 問

議会だより　ゆうすい　No.6811



本
町
か
ら
障
が

い
の
あ
る
児
童
・

生
徒
20
人
程
度
が
県
立
出
水
養

護
学
校
に
バ
ス
で
出
水
峠
の
九

曲
の
悪
路
を
片
道
約
１
時
間
40

分
ま
た
、
自
然
災
害
等
で
道
路

が
不
通
の
場
合
は
更
に
30
分
の

迂
回
路
で
２
時
間
超
を
要
し
、

そ
の
間
の
子
供
た
ち
と
保
護
者

の
負
担
は
図
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
は
通
学
時
の
車

内
で
日
常
的
な
出
来
事
で
個
々

の
障
が
い
の
症
状
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
例
え
ば
車
い
す
に
固

定
さ
れ
た
子
、
自
閉
症
等
の
子

供
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
固
定
さ

れ
た
状
態
で
、
状
況
が
分
ら
ず

動
き
出
す
子
、
泣
き
出
す
子
、

ト
イ
レ
が
我
慢
出
来
な
い
子

等
々,

最
悪
の
状
況
の
時
間
で

あ
り
、
保
護
者
は
バ
ス
が
到
着

す
る
ま
で
は
心
配
で
気
が
抜
け

な
い
。
ま
た
発
症
や
発
病
等
の

状
況
次
第
で
保
護
者
は
仕
事
を

休
ん
で
、
そ
の
距
離
を
様
々
な

事
を
心
配
し
て
学
校
ま
で
迎
え

に
行
く
。
こ
の
様
な
最
悪
の
状

況
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
学
時

間
等
が
短
く
自
然
災
害
の
影
響

を
受
け
な
い
位
置
に
、
ま
た
保

護
者
が
い
つ
何
時
で
も
駆
け
つ

け
る
事
が
出
来
る
位
置
に
、
養

護
学
校
の
設
立
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

こ
の
最
悪
な
状

況
の
中
で
の
通
学

と
、
保
護
者
の
悲
痛
な
願
い
も

重
々
承
知
し
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
及
び
保
護
者
の
心
身
的
負

担
軽
減
と
通
学
路
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
特
別
支
援
学

校
の
設
置
は
重
要
で
あ
り
、
早

期
実
現
に
努
め
ま
す
。

要
望
と
し
て
校

内
に
職
業
訓
練
所

的
な
学
科
も
設
置
し
て
子
供
達

の
将
来
の
道
を
考
え
て
や
る
べ

き
と
思
う
が
。
こ
れ
は
障
が
い

者
を
持
つ
親
の
最
終
目
的
と
し

て
、
我
が
子
が
安
心
し
て
家
か

ら
通
え
る
就
労
の
場
を
求
め
て

い
る
の
で
、
広
域
的
視
点
で
財

源
的
な
面
も
踏
ま
え
て
、
隣
接

市
町
と
連
携
し
て
「
と
に
か
く

子
供
達
を
自
立
さ
せ
る
た
め
」

就
労
で
き
る
事
業
所
の
設
立
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

子
供
を
持
つ
親

の
心
情
は
理
解
出

来
ま
す
の
で
、
検
討
し
ま
す
。

保
護
者
は
、
前

述
の
と
お
り
の
課

題
等
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
が

役
場
に
担
当
課
が
無
く
、
伊
佐

市
の
保
護
者
会
や
伊
佐
市
と
相

談
活
動
し
て
い
る
。
本
町
に
於

い
て
も
、
保
護
者
の
精
神
的
負

担
や
困
り
ご
と
相
談
窓
口
と
し

て
担
当
課
の
設
置
が
必
要
と
思

う
が
。

障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
え
る
共
生
社
会
の
実

現
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
悩
み

や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も

発
達
段
階
に
応
じ
た
子
育
て
に

関
し
て
相
談
で
き
る
担
当
課
の

設
置
は
大
事
で
あ
り
ま
す
。

公
共
災
害
等
に

該
当
し
な
い
現
場

で
、
流
末
処
理
が
未
整
備
箇
所

の
山
林
崩
壊
や
侵
食
が
ひ
ど
く
、

下
流
域
の
人
家
や
人
命
に
被
害

を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
危
険
個

所
に
つ
い
て
は
、
単
独
事
業
で

流
末
処
理
等
の
考
え
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
危

険
個
所
に
つ
い
て

は
、
調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

人
口
減
少
で
空

き
家
が
多
く
各
事

業
の
採
択
基
準
に
該
当
し
な
い

現
場
が
あ
る
た
め
、
基
準
の
見

直
し
が
必
要
と
思
う
が
。

国
県
事
業
に
つ

い
て
は
関
係
機
関

に
要
望
し
、
単
独
事
業
に
つ
い

て
は
調
査
検
討
し
ま
す
。

町
消
防
団
員
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
昔

か
ら
使
い
回
し
の
貸
与
品
で
あ

り
、
入
団
時
か
ら
古
く
以
来

１
０
年
以
上
も
交
換
さ
れ
ず
、

耐
用
年
数
や
破
損
等
衛
生
上
好

ま
し
く
な
い
と
思
う
が
、
今
後

数
年
間
非
常
時
に
活
動
さ
れ
る

団
員
が
清
潔
で
か
つ
安
全
に
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
、
防
火
手

袋
等
制
服
一
式
を
支
給
す
る
考

え
は
な
い
か
。今

後
、
耐
用
年

数
等
を
考
慮
し
更

新
を
検
討
し
ま
す
。

小川　忍 議員
特別支援学校誘致について

町
長

町
長

問

重要性を重く感じ早期実現に
努める

町
長

問

一 般 質 問

町
長 問

町
長

担
当
課
の
設
置
に
つ
い
て

　

設
置
は
と
て
も
大
事

災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

危
険
個
所
の
調
査
検
討

問
災
害
復
旧
事
業
規
定
の
見
直
し

　

関
係
機
関
へ
要
望

問町
長

町
消
防
団
員
へ
の
貸
与
品
を

　
　

支
給
品
に
出
来
な
い
か

　

更
新
の
必
要
性
を
検
討

問町
長「

土
砂
流
出
危
険
箇
所
」
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大
雨
の
都
度
吉

松
地
域
に
お
い
て

内
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生

し
住
民
生
活
や
社
会
活
動
に
大

き
な
支
障
が
出
て
い
る
。
こ
の

浸
水
被
害
防
止
の
た
め
排
水
ポ

ン
プ
の
新
増
設
等
排
水
能
力
の

増
強
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

川
内
川
河
道
掘

削
事
業
等
の
推
進

と
内
水
を
川
内
川
に
排
水
す
る

施
設
の
増
強
及
び
ポ
ン
プ
車
の

配
置
増
等
が
必
要
で
あ
る
。

「
高
齢
者
等
避

難
」
の
段
階
で
の

避
難
を
促
進
す
る
た
め
地
区
等

の
要
望
が
あ
れ
ば
各
地
区
の
自

主
避
難
所
を
柔
軟
に
開
設
し
運

営
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

地
区
防
災
計
画

の
制
度
を
普
及
さ

せ
る
た
め
各
地
区
で
検
討
協
議

を
行
い
実
態
に
合
っ
た
実
効
性

の
あ
る
避
難
体
制
の
整
備
に
努

め
た
い
。

般
若
寺
地
内
の

山
下
須
屋
川
は
大

雨
の
都
度
土
石
等
が
流
下
越
水

し
流
域
の
田
、
道
路
、
墓
地
ま

で
被
害
が
及
ん
で
い
る
。
こ
れ

を
防
ぐ
た
め
上
流
域
の
護
岸
を

整
備
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

今
回
の
災
害
等

を
踏
ま
え
土
石
等

を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て
県
と
現

地
調
査
し
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

町
道
等
の
維
持

管
理
の
た
め
ど
の

時
期
に
ど
の
町
道
を
整
備
す
る

と
の
年
間
の
作
業
計
画
は
公
表

し
て
い
ま
す
か
。公表

は
し
て
い

な
い
。計画

の
公
表
が

無
け
れ
ば
町
民
は

そ
の
業
務
が
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
否
か
評
価
で
き
ず
町

長
が
日
頃
か
ら
業
務
実
施
上
の

基
本
手
順
と
言
っ
て
い
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
機
能
し
な
い

の
で
は
な
い
で
す
か
。

緊
急
の
災
害
対

応
の
作
業
を
除
い

た
計
画
の
公
表
は
で
き
る
も
の

と
考
え
る
。

町
民
の
道
路
維

持
管
理
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
に
的
確

に
対
応
す
る
に
は
建
設
作
業
班

の
人
員
装
備
を
増
強
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

来
年
に
向
け
建

設
作
業
班
の
人
員

装
備
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

遊
具
広
場
に
関

す
る
利
用
者
の
評

価
は
ど
う
で
す
か
。

「
町
の
主
要
施

設
と
隣
接
し
避
難

等
に
も
体
育
館
が
利
用
で
き
る

の
で
安
心
安
全
に
利
用
で
き

る
。」
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

「
遊
具
広
場
に

ト
イ
レ
を
設
置
し

て
欲
し
い
。」
と
い
う
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
切
実
な
願
い
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
現
在
は
体
育

館
の
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
尿
意
を

催
し
た
子
供
が
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

我
慢
し
て
遊
び
保
護
者
に
言
わ

れ
て
体
育
館
に
走
り
玄
関
で
靴

を
脱
い
で
ト
イ
レ
に
走
る
途
中

で
お
漏
ら
し
す
る
例
が
少
な
く

な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
子
供

を
見
守
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
も

子
供
か
ら
目
を
離
す
時
間
を
考

え
る
と
体
育
館
の
ト
イ
レ
は
利

用
し
づ
ら
い
と
の
声
も
あ
り
ま

す
。
児
童
福
祉
法
の
理
念
と
利

用
者
の
声
を
尊
重
し
ト
イ
レ
休

憩
施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。今

後
の
利
用
状
況

等
を
踏
ま
え
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。肥

薩
線
（
吉
松

～
人
吉
区
間
）
の

早
期
運
転
再
開
を
目
指
す
二
市

一
町
の
協
議
機
関
の
設
置
に
関

す
る
状
況
は
。人

吉
市
え
び
の

市
と
の
協
議
の
結

果
二
市
と
も
同
意
が
得
ら
れ
ず

町
独
自
の
要
望
活
動
を
検
討
し

た
い
。

吉
松
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
に
関
す

る
土
地
取
得
交
渉
及
び
鉄
道
ふ

れ
あ
い
ゾ
ー
ン
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

状
況
等
を
見
な
が

ら
資
産
管
理
者
と
の
交
渉
を
進

め
る
。
鉄
道
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

の
整
備
は
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
等
で
協
議
し
進

め
て
行
き
た
い
。

町
長町

長

町
長

町
長

町
長

問

問 問

問

問

問

問

中村　和博 議員
浸水被害対策に排水能力増強を

排水機能の強化を検討
する

町
長

一 般 質 問

町
長

町
長

町
長問町

長

問
吉
松
体
育
館
前
遊
具
広

場
へ
の
ト
イ
レ
休
憩
施

設
の
設
置
に
つ
い
て

町
道
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

前
回
の
一
般
質
問
の
そ

の
後
は

町
長 問

「吉松地域：浸水状況」

議会だより　ゆうすい　No.6813



本
町
に
お
い
て
は
、

合
併
時
１
万
２
千

人
あ
っ
た
人
口
が
令
和
３
年
７

月
現
在
９
千
人
を
割
っ
て
い
る
。

町
長
は
所
信
表
明
で
人
口
減
対

策
の
対
応
を
示
し
て
お
ら
れ
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

本
町
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
対
策
は
、
定
住
し
て
頂
け

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
移
住
・

定
住
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と

と
も
に
空
家
・
空
地
バ
ン
ク
制

度
を
設
け
、
町
外
か
ら
の
定
住

促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
５
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
任
用
し
て
お
り
、
任
期
終

了
後
の
定
着
を
目
指
し
、
更
に

は
継
続
的
に
新
規
隊
員
を
任
用

す
る
こ
と
で
、
都
市
部
か
ら
の

移
住
に
繋
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
働
く
場
を

確
保
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
活

動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る

ほ
か
、
東
京
圏
か
ら
本
町
へ
移

住
さ
れ
る
方
な
ど
を
対
象
に
移

住
支
援
金
事
業
補
助
金
制
度
を

新
設
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

や
新
生
児
へ
の
紙
お
む
つ
支
給
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
及
び
高
校

生
世
帯
支
援
、
学
力
向
上
検
定

料
助
成
、
ふ
る
さ
と
バ
ス
の
中

学
生
以
下
の
無
料
化
な
ど
子
育

て
支
援
に
取
組
む
と
と
も
に
、

農
業
大
学
校
等
奨
学
金
貸
与
事

業
や
医
療
介
護
・
保
育
等
従
事

者
奨
学
金
貸
与
事
業
に
取
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
県
内
で
も

有
数
な
立
地
条
件
を

有
し
て
い
る
が
、
企
業
誘
致
の

話
は
あ
る
の
か
。複数

の
企
業
か
ら

話
が
あ
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
各
課
で
設
定
を

し
て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
添
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
検
証

及
び
確
認
を
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

湧
水
町
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
が
工
事
着
手
前
に
計
画
書
を

提
出
し
、
町
で
は
そ
の
計
画
書

を
各
関
係
部
署
で
確
認
し
、
必

要
な
許
認
可
・
遵
守
事
項
等
に

つ
い
て
、
十
分
な
協
議
や
届
出

を
行
う
よ
う
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
工
事
完
了
後
に
設

置
完
了
届
書
を
提
出
し
、
町
で

は
、
現
地
を
確
認
す
る
の
な
ど

し
て
設
置
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通

知
書
の
法
定
効
力
が

あ
る
の
か
。
又
、
効
力
が
無
い

の
で
あ
れ
ば
条
例
等
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

今
後
検
討
の
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
23
年
頃
、

湯
っ
た
り
館
周
辺
に

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
さ

れ
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。
ま
た
、
管
理
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、

平
成
９
年
度
か
ら
３

年
間
で
「
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ

れ
あ
い
事
業
」
に
よ
り
、
農
業

交
流
体
験
施
設
・
貸
付
農
園
地
・

体
験
農
園
地
と
し
て
全
体
的
な

整
備
を
行
っ
て
お
り
、
町
内
外

の
方
々
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
施
設
利
用
者
が
減

少
し
、
地
域
住
民
等
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
活

用
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
、
町

と
し
て
も
併
設
す
る
湯
っ
た
り

館
と
の
相
乗
効
果
を
見
込
み
整

備
致
し
ま
し
た
が
、
平
成
27
年

頃
を
境
に
現
在
ま
で
利
用
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
指

定
管
理
や
譲
渡
な
ど
も
含
め
検

討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

中原　和見 議員
人口減対策について

町
長

町
長 問

問

問

企業誘致活動に積極的に取り
組む

町
長

問

問

一 般 質 問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て

町
の
施
設
管
理
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

「
旧
大
原
ふ
れ
あ
い
農
園
」
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８
月
７
日
、
知

事
と
の
ふ
れ
あ
い

対
話
の
中
で
多
く
の
、
障
が

い
を
持
っ
た
子
供
達
の
保
護
者

が
大
変
な
思
い
を
し
て
送
り
出

さ
れ
て
い
る
。
特
別
支
援
学
校

の
県
北
部
地
域
へ
の
新
設
を
涙

な
が
ら
訴
え
要
望
さ
れ
て
い
た
。

知
事
も
心
か
ら
の
願
い
に
大
き

く
頷
か
れ
、
検
討
し
ま
す
と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
声
を
聞

か
れ
、
ど
う
対
処
さ
れ
て
る
の

か
伺
う
。

特
別
支
援
学
校
の

県
北
部
地
域
へ
の
新

設
に
対
す
る
保
護
者
か
ら
の
切

実
な
要
望
を
伺
い
、
改
め
て
現

状
の
厳
し
さ
を
強
く
認
識
し
た
。

県
教
育
長
、
県
へ
新
設
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。
今
後
も
子
供

た
ち
及
び
保
護
者
の
現
状
を
強

く
受
け
止
め
、
県
へ
の
要
望
を

教
育
委
員
会
や
議
会
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

児
童
生
徒
、
保

護
者
の
心
身
の
負

担
軽
減
と
通
学
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
県
北
部
へ
の
県

立
特
別
支
援
学
校
の
設
置
は
重

要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
、

町
長
部
局
や
議
会
の
皆
様
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
早
期
実
現
に

取
組
ん
で
参
り
た
い
。

湧
水
町
防
災
行
政

無
線
施
設
へ
の
落
雷

で
通
信
障
害
が
発
生
し
緊
急
事

態
時
に
使
用
不
能
と
な
り
、
迅

速
な
防
災
、
災
害
情
報
が
伝
達

で
き
ず
町
民
が
避
難
所
、
自
宅

で
非
常
に
不
安
で
怖
い
思
い
を

さ
れ
た
。
こ
の
原
因
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
、
町
と
し
て
す
ぐ

に
検
証
し
課
題
を
見
つ
け
て
解

決
す
る
た
め
の
対
策
は
講
じ
ら

れ
た
の
か
伺
う
。

７
月
10
日
明
け
方
、

断
続
的
な
落
雷
の
影

響
で
本
町
の
防
災
行
政
無
線
が

故
障
し
、
無
線
放
送
が
で
き
な

い
状
況
と
な
り
、
大
雨
の
影
響

で
、
避
難
情
報
を
早
急
に
発
令

で
き
な
い
通
信
障
害
の
発
生
で

あ
り
、
住
民
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
を
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
故
障
か
ら
約
15
時
間
後
に

復
旧
、
今
回
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

信
号
処
理
装
置
系
統
へ
の
避
雷

器
の
設
置
を
講
じ
、
住
民
の
皆

様
に
不
安
が
生
じ
ぬ
よ
う
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

が
使
用
で
き
な

か
っ
た
ら
町
民
に
色
々
な
方
法

で
現
状
を
的
確
に
情
報
提
供
し

避
難
行
動
へ
結
び
つ
け
る
べ
き

で
あ
り
行
政
の
責
務
で
あ
る
。

予
備
機
の
調
達
に
約
４
時
間
、

そ
の
機
器
を
取
り
付
け
放
送
で

き
た
の
は
15
時
間
後
、
午
後
７

時
前
。
こ
れ
で
は
有
事
の
際
の

迅
速
な
情
報
伝
達
に
は
程
遠
い
。

約
３
億
３
千
万
円
も
の
住
民
の

血
税
を
充
て
た
価
値
が
あ
っ
た

の
か
、
極
め
て
疑
問
で
す
。
今

後
、
雷
被
害
が
起
こ
っ
た
場
合

の
対
処
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ

る
か
伺
う
。

栗
野
岳
送
信
局

は
保
守
委
託
業
者

に
よ
り
24
時
間
遠
隔
操
作
で
監

視
さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
構

成
も
通
常
使
用
系
と
予
備
系
の

２
系
統
が
整
備
さ
れ
故
障
等
で

一
つ
の
系
統
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
も
う
一
つ
の
系

統
に
遠
隔
操
作
で
直
ち
に
使
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

問

問

森山　マスミ 議員
特別支援学校設置について

関係機関と連携し早期実現に
取り組む

町
長

町
長

問町
長

町
長

一 般 質 問

防
災
行
政
無
線
の
落
雷
対
策
等

に
つ
い
て

　

避
雷
器
の
設
置
な
ど
落
雷
対
策
を
講
じ
る

教
育
長

「栗野岳防災行政無線施設」
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事
業
開
始
か
ら
の

事
業
費
実
績
と
完
成

目
標
年
度
の
事
業
計
画
及
び
資

金
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

下
場
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
平
成
８
年
度
に
事
業
着
手

し
、
令
和
３
年
度
見
込
み
で
、

約
78
％
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
事
業
実
施
計

画
書
に
基
づ
く
完
成
年
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
精
算
期
間
を
含

め
令
和
14
年
度
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
国
の
交
付
金
が
要
望
ど

お
り
交
付
さ
れ
な
い
状
況
と
併

せ
て
工
事
費
等
の
高
騰
に
よ
り

全
体
事
業
費
の
変
更
等
が
生
じ

て
お
り
、
完
成
年
度
等
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
過
年
度
の
施
行
実
績
及

び
残
事
業
費
等
の
見
直
し
を
行

い
適
切
な
事
業
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
事
業
計
画
及
び
資
金

計
画
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

事
業
費
ベ
ー
ス
で

約
75
％
の
進
捗
率
、

残
り
25
％
の
工
事
個
所
の
優
先

順
位
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
の
事
業
の
進

め
方
と
い
た
し
ま
し

て
、
都
市
計
画
道
路
新
町
通
線

及
び
区
画
道
路
栗
野
中
央
１
号

線
に
関
係
す
る
栗
野
庁
舎
西
側

を
中
心
と
し
た
建
物
移
転
及

び
宅
地
造
成
工
事
等
を
優
先
し
、

国
か
ら
の
交
付
金
及
び
財
政
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
順
次
、
整

備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

A
E
D
の
公
共

施
設
へ
の
設
置
状
況

及
び
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

A
E
D
を
設
置
し

て
い
る
公
共
施
設
は
、

令
和
元
年
度
ま
で
に
栗
野
・
吉

松
両
庁
舎
、
総
合
交
流
施
設
、

シ
ル
バ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
の
り
、
放

課
後
学
童
ク
ラ
ブ
３
か
所
、
竹

中
池
プ
ー
ル
の
９
台
で
し
た
が
、

そ
れ
以
降
、
設
置
の
必
要
な
個

所
を
検
討
し
、
吉
松
ふ
れ
あ
い

の
家
、
栗
野
保
健
セ
ン
タ
ー
に

も
設
置
し
合
計
で
11
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。

学
校
施
設
の
設

置
状
況
に
つ
い
て

は
、
幼
稚
園
と
各
小
・
中
学
校

に
A
E
D
を
１
台
ず
つ
設
置

し
て
お
り
設
置
場
所
は
、
ほ
と

ん
ど
が
校
舎
正
面
玄
関
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
社
会
教
育
施
設

に
つ
い
て
は
、
栗
野
中
央
公
民

館
に
２
台
、
吉
松
中
央
公
民
館

及
び
吉
松
体
育
館
に
そ
れ
ぞ
れ

１
台
ず
つ
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
栗
野
岳
ロ
グ
・
キ
ャ
ン

プ
村
に
新
た
に
１
台
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。A

E
D
の
操
作

や
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
会
な
ど
の
実
施
や
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。A

E
D
の
操
作

や
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
に
つ
い
て
は
、
新
規
設
置

時
に
関
係
職
員
や
、
そ
れ
以
外

の
職
員
に
も
呼
び
か
け
を
行
い
、

導
入
業
者
か
ら
の
説
明
と
、
職

員
の
実
践
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
講
習
会
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
A
E
D
の
更
新

が
年
次
的
に
必
要
に
な
る
た
め
、

そ
の
機
会
を
活
用
し
、
職
員
へ

の
講
習
を
計
画
し
ま
す
。

A
E
D
の
操
作

方
法
及
び
講
習
会

に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
、
全
小
・

中
学
校
で
は
、
伊
佐
湧
水
消
防

組
合
の
協
力
を
得
て
教
職
員
や

P
T
A
を
対
象
に
毎
年
、
夏

休
み
前
に
水
難
事
故
防
止
等
を

含
め
て
講
習
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
職
員

は
、
個
々
に
パ
ソ
コ
ン
等
で

A
E
D
の
操
作
及
び
心
肺
蘇

生
の
講
習
の
動
画
等
を
活
用
し

て
、
適
切
に
操
作
や
心
肺
蘇
生

が
行
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
幼
稚
園
、
各
学
校
・

施
設
等
で
行
う
消
防
訓
練
、
避

難
訓
練
等
併
せ
て
講
習
を
行
う

な
ど
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

宗　　照夫 議員
下場土地区画整理事業の推進は

町
長

町
長

問

問

財源状況を考慮し整備を進め
る

町
長

公
共
施
設
の
安
全
安

心
な
環
境
整
備
に
つ

い
て問

一 般 質 問

町
長

町
長

問

教
育
長

教
育
長

「役場栗野庁舎周辺」
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吉
松
地
区
の
水
害

時
の
避
難
場
所
（
吉

松
体
育
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

を
、
よ
り
安
全
な
川
西
に
、
停

車
場
地
区
公
民
館
を
兼
ね
た
避

難
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
地
域

住
民
と
協
議
を
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

吉
松
地
域
に
お
け

る
水
害
時
の
避
難
場

所
は
、
水
害
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

使
用
で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ

と
は
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
状
の
避
難
所
で
、
吉
松
地
域

の
中
心
に
位
置
す
る
停
車
場
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
階
建
て
で
あ
り
、
2
階
が
公

民
館
施
設
及
び
避
難
所
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
者
等
に
支
障
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
新

た
な
地
区
公
民
館
を
兼
ね
た

避
難
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

吉
松
駅
前
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

と
併
せ
て
今
後
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

庁
内
の
検
討
で
な

く
、
地
域
住
民
と
協

議
を
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

地
域
の
方
の
意
向

を
聞
き
な
が
ら
説
明

を
し
て
い
き
た
い
。
早
い
時
期

に
、
新
た
な
地
区
公
民
館
を
兼

ね
た
避
難
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
吉
松
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
と
併
せ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

町
内
の
児
童
生
徒

が
感
染
し
て
学
級
・

学
校
閉
鎖
の
影
響
で
、
授
業
が

長
期
間
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
た
各
学
校
と
の
協

議
・
準
備
等
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。　

感
染
拡
大
の
リ

ス
ク
を
最
小
限
に

し
つ
つ
、
人
数
、
日
時
を
限
っ

た
分
散
登
校
や
時
間
割
編
成
の

工
夫
、
学
校
行
事
等
の
見
直
し

な
ど
を
具
体
的
に
行
っ
て
参
り

ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に

あ
た
っ
て
は
、「
教
職
員
指
導

力
向
上
研
修
会
」
を
開
催
し
、

端
末
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り

に
つ
い
て
、
体
験
型
研
修
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
児
童
生

徒
の
学
習
を
保
障
す
る
た
め
に

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
も

選
択
肢
の
1
つ
と
し
て
捉
え
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
は
年
間
指
導
計
画
を
踏
ま
え

な
が
ら
適
切
な
家
庭
学
習
を
課

し
、
教
師
の
学
習
指
導
や
状
況

把
握
と
組
み
合
わ
せ
て
可
能
な

限
り
学
習
を
支
援
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
参
り
ま
す
。

児
童
生
徒
は
、

学
校
に
登
校
さ
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、

教
育
長
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が

楽
し
く
安
心
し

て
学
校
で
学
べ
る
。
学
力
も
で

す
が
、
社
会
性
を
身
に
着
け
、

人
格
形
成
を
す
る
と
こ
ろ
が
学

校
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

定
期
的
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

各
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

持
ち
帰
っ
て

で
き
る
よ
う
に

検
討
は
し
て
い
ま
す
が
、
家
庭

の
ネ
ッ
ト
環
境
が
、
30
家
庭
ほ

ど
整
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、

す
ぐ
授
業
で
は
な
く
、
健
康
観

察
、
子
供
た
ち
と
の
会
話
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
授

業
に
入
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
貸
し
出
し
を

し
た
時
に
問
題
は
な
い
の
か
。

児
童
生
徒
へ
の
ネ
ッ
ト
教
育
に

つ
い
て
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
教
育
に

つ
い
て
は
各
学
校

に
お
い
て
絶
え
ず
行
っ
て
お
り

ま
す
。

町
長

問

問

問

問

問

境田　公明 議員
水害に強い避難所の新設について

今後検討して参りたい町
長

一 般 質 問

問

町
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、

小
中
学
校
の
授
業
の

対
策
に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
町
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
に
対
す
る
影
響
は
ど

う
か
。
町
民
の
生
活
面
や
商
工

業
者
の
為
、
移
動
販
売
ま
た
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
営
業
を
行
う
者

に
対
し
、
車
両
購
入
費
及
び
車

両
設
備
に
係
る
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
影
響
は
、
住
民
の

生
活
面
や
商
工
業
者
の
経
営
へ

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
事

を
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
質

問
に
あ
る
移
動
販
売
又
は
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
営
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
営
業
形
態
の
転
換
や

持
ち
帰
り
需
要
の
増
加
に
伴
い

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
更
に
地
域
の
商
店

が
減
少
す
る
中
で
，
買
い
物
弱

者
対
策
と
し
て
移
動
販
売
車
の

ニ
ー
ズ
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
飲
食
業
者
や
商
工
会
と

協
議
し
、
現
在
施
行
す
る
商
工

業
者
支
援
事
業
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
一
方
で
農
業
振
興
の
た
め

の
農
業
機
械
購
入
補
助
事
業
も

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
場

産
品
の
販
売
促
進
に
も
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
の
で
、
各
助
成

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
販
売
す
る
商
品

に
、
町
内
の
特
産
品
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
る
こ
と
を
、

助
成
の
条
件
に
考
え
ら
れ
な
い

か
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
産
品
の

魅
力
を
発
信
し
，
消
費
の
拡
大

に
繋
が
る
相
乗
効
果
も
見
込
ま

れ
る
が
ど
う
か
。

町
特
産
品
の
販

路
拡
大
と
と
も
に
，

特
産
品
物
の
開
発
を
し
て
い
く

う
え
で
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

移
動
販
売
は
、

特
に
買
い
物
弱
者

の
方
々
に
と
っ
て
は
必
要
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

の
で
、
前
向
き
に
検
討
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。先

ず
は
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な

形
で
助
成
を
行
っ
て
い
く
か
内

容
を
精
査
し
た
う
え
で
次
の
段

階
へ
と
進
め
て
行
き
た
い
。

早
期
実
現
に
向
け
て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

成相　　大 議員
湧水町宅配・移動販売車導入助成について

問

問

地場産品の販売促進に効果が期
待でき各助成について検討する

町
長

問

一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

「イメージ」

「イメージ」

「
栗
野
駅
土
曜
市
」
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諸
々
の
施
策
を
講

じ
て
被
害
減
少
に
努

め
ら
れ
て
い
る
が
、
被
害
は
増

加
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

捕
獲
隊
員
の
よ
り
一
層
の
協
力

を
得
る
が
た
め
に
捕
獲
報
奨
金

の
増
額
及
び
狩
猟
期
間
中
の
報

奨
金
制
度
を
拡
充
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。狩

猟
免
許
取
得
助

成
等
を
行
い
、
捕
獲

隊
員
の
確
保
に
努
め
る
必
要
と
、

報
奨
金
は
近
隣
市
町
と
差
が
あ

り
、
狩
猟
期
間
中
の
報
奨
金
も

考
慮
し
な
が
ら
全
体
的
な
見
直

し
を
検
討
し
ま
す
。

福
祉
行
政
の
基
本

的
な
考
え
を
伺
う
。

憲
法
や
法
律
、
本

町
の
各
種
計
画
に

沿
っ
て
、
住
民
へ
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
及
び
向
上
に
努
め

る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。「知

事
と
の
ふ
れ

あ
い
対
話
」
に
お
い

て
、
障
が
い
児
福
祉
対
策
に
つ

い
て
保
護
者
か
ら
切
実
な
声
が

あ
っ
た
が
率
直
な
感
想
を
述
べ

て
ほ
し
い
。

保
護
者
が
述
べ
ら

れ
た
切
実
な
声
を
伺

い
、
現
実
の
厳
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
障
が
い
児
施

策
を
含
め
た
福
祉
対
策
の
重
要

性
を
、
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校
誘

致
に
つ
い
て
、
行
政

支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

思
う
が
、
な
す
べ
き
こ
と
は
何

か
伺
う
。

障
が
い
の
あ
る
子

供
た
ち
と
、
そ
の

保
護
者
の
厳
し
い
現
実
と
、
そ

れ
に
関
係
す
る
相
談
等
を
し
っ

か
り
受
け
と
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
し
て
誘
致
が
必
要

な
こ
と
を
、
県
へ
強
く
要
望
し

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
要
望
が
誘
致
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
各
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
実
現

に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
民
の
方
が
障
が

い
児
通
所
支
援
事
業

所
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
各

機
関
か
ら
の
指
導
を
得
て
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
施
設
改
修
に

多
額
の
経
費
が
生
ず
る
た
め
、

起
業
支
援
事
業
補
助
金
の
活
用

は
可
能
か
伺
う
。湧水

町
女
性
・
若

者
・
シ
ニ
ア
起
業
支

援
事
業
を
施
行
し
、
商
工
業
の

活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
移
住
定

住
へ
の
施
策
と
し
て
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
障
が
い
児
通
所

支
援
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
福

祉
部
門
の
各
種
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
が
、様
々

な
諸
要
件
を
付
す
こ
と
や
実
態

な
ど
の
調
査
を
行
う
上
で
、
要

綱
に
基
づ
く
活
用
は
可
能
と
考

え
ま
す
。

浸
水
、
冠
水
被
害

軽
減
対
策
は
、
ど
の

様
に
考
え
る
か
伺
う
。

対
策
の
重
点
項
目

は
、
川
内
川
の
河
道

掘
削
等
に
よ
る
流
下
能
力
不
足
解

消
及
び
内
水
排
水
施
設
の
増
強
及

び
ポ
ン
プ
車
の
配
置
増
並
び
に
支

川
の
寄
洲
除
去
も
必
要
で
あ
る
と

共
に
恒
常
的
な
浸
水
箇
所
の
排
水

機
能
の
強
化
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

土
地
開
発
等
が
起

因
と
な
る
被
害
（
災

害
）
が
発
生
し
た
か
、
否
か
。

大
規
模
盛
土
造
成

地
２
カ
所
が
点
検
対

象
で
、
県
と
合
同
点
検
の
結
果
、

異
常
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

７
月
豪
雨
に
お
い
て
は
、
太
陽
光

発
電
施
設
か
ら
の
土
砂
崩
れ
や
雨

水
が
大
量
に
流
失
す
る
事
案
等
が

６
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

原
因
を
追
究
し
た

か
、
否
か
。

そ
の
都
度
現
地
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

指
導
等
は
ど
う
し

た
か
。

事
業
者
に
対
し
て

状
況
を
報
告
し
、
速

や
か
に
対
処
す
る
こ
と
や
管
理
徹

底
と
再
発
防
止
な
ど
指
導
を
行
い
、

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

準
用
河
川
山
下
須

屋
川
の
土
石
流
対
策

を
伺
う
。

災
害
の
危
険
性
が

高
い
箇
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、

県
と
現
地
調
査
を
行
い
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。補

助
事
業
に
採
択

さ
れ
な
い
危
険
個
所

及
び
被
災
箇
所
へ
の
単
独
事
業
を

創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
独
自
で
行
え
る

事
業
に
つ
い
て
、
他

事
業
等
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。 町

長
町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問

問問問

問

問問 問問

問問

久留須　修 議員
有害鳥獣捕獲対策について

報奨金の全体的な見直しを
検討する

町
長

一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

福
祉
行
政
に
つ
い
て

町
長

町
長

７
月
豪
雨
に
お
け
る

災
害
対
策
に
つ
い
て
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東中下場地区は，ふたつの郷土芸
能があります。

ひとつは，住民の手によ
り平成 28 年 12 月 23 日に
71 年ぶりに復活披露した
「栗野磨欲踊（くりのとぎ
ほしおどり）」です。

この「栗野磨欲踊」は，
文禄の役（1592 年）に参陣
する島津義弘公の武運長久
を祈って勝栗神社境内で舞わ
れ，その後，義弘公の五男・久四郎君の命日に踊り継がれた島津
家ゆかりの郷土芸能です。

もうひとつは，「オバッチョ踊り」です。これも出陣の際に武運
長久を祈り士気を鼓舞するために舞われと伝わり，同地区で継承
されています。

このように東中下場地区は，郷土芸能の継承を通じて地域活性
化に積極的に取り組んでいます。

（中原　和見）

東中下場地区

議  会  の  動  き

地域だより

月 日 曜日 議会の動き

８　
　
　
　
　

月

２ 月 ・県町村議会議長会　監事会 
・県町村議会議長会　理事会 

4 水 ・秋まつり実行委員会
５ 木 ・監査決算審査（～ 25 日まで）
6 金 ・全員協議会
17 火 ・姶良・伊佐地区介護保険組合議会定例会
18 水 ・伊佐北姶良環境管理組合議会定例会
24 火 ・例月出納検査（～ 25 日まで）
31 火 ・議会運営委員会

９　
　
　

月

1 水 ・議員全員協議会

3 金 ・議会本会議（開会・上程） 
・決算審査特別委員会

6 月 ・各常任委員会
8 水 ・議員全員協議会

14 火
・「川内原発 20 年運転延長」に伴う課題の調査等
を求める陳情書に関する趣旨説明　 
・決算審査特別委員会

15 水 ・決算審査特別委員会
17 金 ・決算審査特別委員会
21 火 ・例月出納検査（～ 22 日まで）
22 水 ・議会本会議（採決等）

月 日 金 議会の動き

９　

月

24 金 ・決算審査特別委員会
27 月 ・決算審査特別委員会
28 火 ・本会議（一般質問）
29 水 ・本会議（一般質問）
30 木 ・決算審査特別委員会　現地調査

10　
　
　
　
　

月

8 金 ・議会運営委員会
11 月 ・全員協議会

12 火
・最終本会議 
・議員全員協議会 
・議会広報編集特別委員会

18 月 ・町不要財産調査会

20 水 ・議員全員協議会 
・議会広報編集特別委員会

21 木 ・例月出納検査（～ 22 日まで）

22 金 ・県後期高齢者医療広域連合全員協議会及び議員
研修会

28 木
・議員全員協議会 
・議会活性化等特別委員会 
・議会広報編集特別委員会

29 金 ・補助金（補助団体）監査（～ 11 月 26 日まで）

　

秋
も
め
っ
き
り

深
ま
り
過
ご
し
や

す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
少
し
お
さ
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
湧
水
町
議
会
も
第
３

回
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

会
期
中
は
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
充
実
し
た
定
例
会
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た

議
会
活
動
と
な
り
ま
す
よ
う

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
橋
元　

義
嗣
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
田
原　

寛
文

　

副
委
員
長 　
成
相　
　

大

委
　
　
員 　
宗　
　

照
夫

同    　
小
川　
　

忍

　
　
　
　

同    　
中
村　

和
博

　

同    　
橋
元　

義
嗣

編後
集記

　  「栗野磨欲踊」

「オバッチョ踊り」
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